
CSR（企業の社会的責任）への取組みについて

《具体的な取組み内容》
●財務諸表による定量的な分析に加え、継続的な企業訪問等を通じて、企業の技術力・販売力などの定性的
な分析を実施し、経営実態の十分な把握を行います。

●ビジネスマッチングやＭ＆Ａに関する情報等、当行の情報生産機能やネットワークを積極的に活用し、また外
部機関とも緊密に連携することで、きめ細かな経営相談、経営指導、経営改善計画の策定支援を行います。
●ライフサイクルにおける「創業」、「新事業展開」、「経営改善」、「事業再生」、「事業承継」等の各段階に応
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●経営改善計画の進捗状況を適切に把握し、計画の見直しを助言するなど、計画達成に向けた積極的な働き
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●管理部会は、金融円滑化に関係する本部８部の部長、主任調査役及びグループ会社３社の担当者で構
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　環境問題への取組み
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的損失は計り知れないものがあります。そこで当行は環境保全に向けた基本理念、基本方針を「鹿児島銀行環境方針」として定め、本
方針に基づき、地域づくりのフィナンシャル・リーダーとして環境保全に向けた取組みに努めています。
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る自動車から徒歩・自転車等へのシフト、
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に様々な気候を有し、桜島や鹿児島湾、わが国最初の世界遺産である屋久
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取り組まなければならない様々な課題が顕在化しつつあります。
当行は、「地域とともに歩み、地域社会の発展に貢献する」という企業理念

に基づき、これら郷土の恵み豊かな自然環境を保全するとともに、良好な地
球環境を将来の世代に引き継ぐため、役職員全員が高い環境意識を持ち、
環境保全活動に積極的に取り組みます。

【基本方針】
１．環境負荷軽減活動の実践
　当行は、自らの企業活動にあたり、環境に配慮した行動を率先して実践することにより、
　環境負荷軽減に努めます。
２．環境関連事業活動の展開
　当行は、銀行業務を通じ、環境保全に寄与する商品・サービスの提供など環境関連事業
　活動を積極的に展開し、お客様の環境保護へ向けた取組みのお手伝いをします。
３．環境保護活動への参加
　当行は、地域の環境保護活動に積極的に参加し、ふるさと鹿児島の環境保全に努めます。
４．環境経営の周知
　当行は、この環境方針に基づく取組みを行内に周知するとともに、一般にも公表します。

鹿児島銀行環境方針

環境負荷軽減活動の実践
○環境配慮型商品

●「屋久島ボランティア預金」
●「かぎんマイカーローン」
●「太陽光発電ローン」
●「かぎん環境格付融資」（ローン・利子補給付きローン・私募債）

○金利優遇
●エコ住宅金利優遇制度 
●消費性ローンにおける金利優遇（エコ優遇）

○他行との協力協定
●「環境融資に関する業務協力協定」（三菱東京UFJ 銀行）
●「環境投融資等に関する業務協力協定」（日本政策投資銀行）

環境関連事業活動の展開

○環境問題に対する当行の取組みの周知
●ディスクロージャー誌、ミニディスクロージャー誌、ホームページへの掲載
●個人プラザかぎんＷＥＬＬへのパネル掲示

環境経営の周知

○寄付・寄贈
●屋久島山岳部利用対策協議会への募金
●鹿児島県へLED外灯の寄贈
●地元の環境保護活動を行う団体への寄付

○森林整備への取組み
●かごしま環境パートナーズ協定に基づく鹿児島市内県有林の整備
●「日本の森を守る地方銀行有志の会」への入会

環境保護活動への参加
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グループ会社

地域文化の発展のために 地域社会への貢献活動

公益財団法人かぎん文化財団のご案内
（かぎんのメセナ活動）
本財団は、地域文化の発展向上及び地域の活性化に寄与する
ことを目的として事業活動を行っています。

●くつろぎトーク＆コンサート
一般のお客様を対象に、コンサートと講演会を開催しています。

●ことばの勉強会～楽しいコミュニケーション～
学校のPTAや地域の家庭教育学級等を対象に“正しく美しい言
葉”や“楽しいコミュニケーション”についての勉強会を開催して
います。

●助成・表彰事業
鹿児島県内で芸術・文化の発展向上に貢献しておられる個人・
団体へ助成、表彰を行っています。

コミュニティ活動
●「小さな親切運動」への積極的な取組み

●献血運動や地域の清掃活動への積極的な参加

●人にやさしい店づくり（手すりやスロープの設置）

●地域でのスポーツ大会主催

●地域の方々やサークル、学校などから寄せられた作品
によるロビー展の開催

障がい者雇用の拡大
●知的障がい者雇用事業の開始（平成20年4月～）

平成23年度助成先 フォンティーヌ鹿児島（芸術部門）

地域行事への参加
●お祭りやスポーツ大会など各種行事への参加
各地で開催されるお祭り・スポーツ行事への参加や、イベントス
タッフとしての協力を行っています。

●スポーツ支援活動
ラグビー部、女子バレーボール部やテニス部など、行友会活動
を通したスポーツ教室を開催しています。

ロビー展

平成23年度助成先 日置市東市来町伊作田踊り（伝統芸能部門）

当行グループは、当行、子会社等8社で構成され、銀行業務を中心に、リース業務、クレジット
カード業務などの金融サービスを提供しております。
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グループ会社一覧

所在地 設立年月日 事業内容

かぎんオフィスビジネス（株）
〒892-0844
鹿児島市山之口町1番10号
電話099-216-5080

担保評価業務・
労働者派遣業務・
有料職業紹介業務等

かぎん会計サービス（株）
〒892-0826
鹿児島市呉服町3番10号
電話099-239-9756

（株）鹿児島地域経済研究所
〒892-0826
鹿児島市呉服町3番10号
電話099-225-7491

資本金 20,000千円

当行議決権比率 45.0％

当行の子会社等議決権比率 50.0％

産業・経済・金融・
地域開発に関する
調査研究、経営コンサル
ティング等

連結子会社の経理業務
資本金 20,000千円

当行議決権比率 100.0％

資本金 30,000千円

当行議決権比率 100.0％

（株）鹿児島カード
〒892-0844
鹿児島市山之口町1番10号
電話099-223-2011

資本金 50,000千円

当行議決権比率 30.0％

当行の子会社等議決権比率 38.0％

クレジットカード・
信用保証・
金銭貸付業務等

鹿児島リース（株）
〒892-0844
鹿児島市山之口町１番10号
電話099-225-2455

資本金 66,000千円

当行議決権比率 5.0％

当行の子会社等議決権比率 48.5％

総合リース・
ファクタリング・
有価証券の取得業務等

鹿児島保証サービス（株）
〒892-0844
鹿児島市山之口町1番10号
電話099-224-2760

資本金 20,000千円

当行議決権比率 49.1％

当行の子会社等議決権比率 11.4％

住宅ローン・
消費者ローンの
債務保証

かぎん代理店（株）
〒892-0826
鹿児島市呉服町3番10号
電話099-239-9822

銀行代理業務
資本金 50,000千円

当行議決権比率 100.0％

平成 3年 7月 12日

平成 16年 4月 1日

平成 20年 11月 28日

平成 2年 4月 16日

昭和 58年 3月 1日

昭和 49年 9月 25日

昭和 52年 6月 23日

※上記会社のほか、持分法非適用非連結子会社として、匿名組合契約方式によるリース事業を行っている営業者であるケイエム・リーシング有限会社があります。
※かぎんオフィスビジネス㈱は、かぎんビジネスサービス㈱とかぎんオフィスサービス㈱が平成23年４月１日に合併したものです。

※
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